
生物由来  
人血液  

JMedVir012006；  

78：311－317  イルス1型（HIV－1）が同定された。このウイルスは、  

NuGliSenseHlV－1QTassay（Organon  
Tecknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5  
test（RocheMolecularSystems）ではLCxH］VRNA  
Quantitativeassay（AbbottLaboratories）に比べ有意に低  
値を示した。プライマーとブローフ精舎部位でのヌクレオチ  
ドの不整合が、定量差の原因である。HIV－1の遺伝的多様  
性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに注  
意すべきである。  

スペインの2つの大病幌で行われた成人における肺炎連  

細菌感染  Clin Microbiol lnfect 
2005；11：919－924  鎖球菌膏血症回顧き式験で、1020例中108例（10．6％）が病  

院内肺炎球菌血流感染（NPBI）と同定された。この内77例  
のデータが分析可能であったが、入院後、血液培養が陽  
性になるまでは3－135日（中央値17日）で、基礎疾患は悪  
性腫瘍（31射、慢性閉塞性肺疾患（28，6射、心不全（16．9  
射、慢性腎不全（15．6射、肝硬変（13射、川∨感染（1鍋）で  

あった。患者の31．2痛く重度の敗血症、11．了％が敗血症  
ショック、3．9％力†多騰静不全を呈した。原因菌の血清型の  

うち、78，iは23価多糖体ワクチンに含まれていた。35名  
（45．5％）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3％）がNP【川こ関  

連すると考えられた。  

細菌感染  2004年3月にアメリカ赤十字の36の地域血液センターすバ  

てにおいて、成分採血由来の血小板製剤における細菌汚  
染についてルーチンの品賞管理拭験を行った。細菌試験  
の最初の10ケ月で350．658例中226例が初期陽性であっ  
た。初期陽性のものにつき再度検体採取したところ、68例  
で細菌汚染が確認され、陽性率は0．019％であった。分離  
された細菌はブドウ球菌属（47．1％）、連鎖球菌属（26．5％L  
グラム陰性菌（17．6％）であった。スクリーニングで陰性で  
あった成分に対して、敗血症性輸血反応と疑わしい症例  
が3例特定され、これらはすべてコアケラーゼ陰性ブドウ  
球菌が原因とされた。  

Transfusion2005；  
45：1845－1852  

1999年以来、スウェーデンでは梅毒症例数が増加してい  Eurosun／e‖ance  

2005：10（11）：  

051110  
る。男性と性交渉する男性の間で激増しているためで、  
2004年は前年比澗増の柑2例で、1980年代半ば以来最高  
となった。感染の60％は男性間性交渉、38％は男女間性  
交渉によるもので、約半数（97例）がストックホルム都で報  
告されている。ストックホルム都外の症例のうち2例は海外  
で血液製剤により感染した。   
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Report2005年8月5  
AABBWeekly  日  ンドネシアのアチェ州を除いて災害前の勧告基準に戻ってい た。  

1月24日から実施されていたCDCによるドミニカ共  
Report2005年8月5  
ÅABBWeekly  日  

和国アルタグラシアとト●ゥアルテ州への渡航に関連するマラリア予  

防勧告が解除されていた。  

フランス人旅行者1名が2005年8月～9月ドミニカ共和国東部を  

旅行した後に熱帯性マラリアを発症した。マラリア薬の服用  
歴なし。過去12ケ月以内に輸血、臓器移植歴もなし。  

ProMed20051015－ 0070  

2006年1月5～8日に米国保健省血液安全安定供給諮問  インフルエンザ  
Report2006；12（2）：  

AA日日Week】y  1－3  

委員会で、インフルエンザの大流行とその血液供給に及  
ぼす影響について議論された。特に短期生存型血小板の  
供給が脅かされることが強調された。また血液供給者の潜  
在的ウイルス感染開祖も含めて、安全な血液供給に関す  
る研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき  
対応策を可決した。  

2005年2月、ベトナムのトリインフルエンザ感染者において  
オセルタミビルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見され  

た。患者は予防圭から開始し、のち高用土（治療量）投与  
され、回復した。高用量授与後はウイルスは分離されな  
かった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビル耐  
性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。  

トリインフルエ ンザ  Nature2005：437  
：1108  

／くルポウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価に  
パルボウイル ス  

2005；41：1201－  ClinInfectDis  1203  より、症状が早期に消失したにもかかわらず、、本ウイル  
スは宿主から急速には除去されないことが示された。   
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JVir012006：80：  

322－331  化について検討した。ハムスターSc237プリオンおよぴヒト  
散在性クロイツフェルト・ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性  

SDS暴露による不活性化には、SDS濃度、暴露期間、温度  
が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSc237プリオン  
に比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレ  
ス鋼培lこ付着したヒトsCJDプリオンは酸性SDSとオートク  

レーブの併用で除去された。この知見は手術器具や歯科  
用機器などのプリオン不活性化に適したシステムの基礎と  
なる。  

トヤコブ病  

2005年7月、スペイン保健省はスペインにおける初のvCJ  
可能性症例を発表した。患者は2004年＝月頃兆候を示  
し、2005年7月に死亡している。患者は輸血歴、英国への  
渡航歴等の特異的リスク因子はなかった。確定のために英  
国の国立CJDサーベイランス部へ調査を依頼中である。  

変異型クロイツ  
Eurosun／e川ance  

weekly release 
2005：10（8）  フェルト・ヤコブ 病  

6月齢の雌ヒツジ30頭にBSEウシの脳5gを経口投与し、  
変異型クロイツ  

Vet Rec2005：157： 206  

フェルト・ヤコブ 病  
月後に、同月齢の日S∈脳非投与のヒツジ20頭と、一つの群  
れとして生活させ、自然交配させ、出産させた。投与群で  
は30頭のうち24頭が投与後閑5日から1056日の間に死亡  
した。2003年に生まれた2頭の子羊はBSEで死亡した。子  
羊の母親2頭は臨床症状を呈した。ヒツジにおいてBSE  
が、子宮内や出産前後に伝播しうることが初めて確認され  
た。  

カナダ血液サービスは数年前にvCJDが地域の血液供給  
を介して伝播することのないように実施されていた規制を  
緩和した。新たな基準は、「1980年1月1日－1996年12月  
31日に累計で英国に1ケ月以上またはフランスに3ケ月以上  

滞在した人でなければ供血可能とするjに変更する予定で  

ある。ただし1980年以降に特定の西欧諸国で血液、赤血  
球、血小板、血焚を輸血された人は不適格である。   

変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

AABB Weekly 
Repolt  
2005；11（25）：3  
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変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

PrPscをPrPcで増帽するPMCA（proteinrnisfoldingcyclic  
amplification）法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させ  
た。標準的な検出方法で140PMCAサイクルで感度が6600借  
上昇、2回連続で繰り返した場合、感度が1000万倍に上昇  
し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。この方法  
で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPsc検出に成  
功した。血液中でPrPscが生化学的に初めて検出され、プ  
リオン病を早期診断するための非侵製的方法の開発が見  
込まれる。  

NatMed2005：11  
982－985  

伝達性海綿状脳症（TSE）におけるPrPを含む凝集体のサ′  
ズと、感染性及び変換活性との関係を調べたところ、14－  
28PrP分子に相当する凝集塊を持つ非線維抱子がTSEの  
最も有効なイニシエーターであることが示唆された。  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Nature2005：437  

257－261  

慢性消耗病（CWD）感染ミュールジカの脳組織を、リスザル  
フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

JViro12005：79：  

13794－13796  の脳内に榛種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患  
を発現した。リスザルの脳組鰍こはPrPresが検出され、海  
綿状変性が認められた。霊長類にCWDが感染した初めて  
の報告である。  

イダノアのサッサリ地方で飼育されている818頭のヒツジに  
変異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
NatMed2005；11  
1137－1138  ついて調べたところ、そのうち261頭がプリオン病に対する  

感受性を与えるPmp対立形質を有していた。7頭が明らか  
なスクレイピーであったが、脳、リンパ節、扁桃腺でPrPSc  
が検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為に選ん  
だ健康なヒツジ100頭について乳腺を組織学的に調べたと  
ころ、乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頭では乳腺に  
おいてPrPScが検出された。30km離れた別の群れのヒツ  
ジ272頭についても同様の調査を行ったところ、1頭が同様  
の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイピーの併発によ  
り、PrPScの沈着が予期せぬ組織に広がることが示され  
た。   
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ProM∈D20060112－ 0070  死亡患者総数（BSEと関連があると思われるvCJDを含む）  

は153例で、内訳はvCJD確定例における死亡患者109例、  
vcJD可能性例における死亡患者（神綾病理学的に未確  

定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病理学  
的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6例  
で、VCJD確定例および可能性例総数は159例で前月から  
変化はなかった。  

ウイルス感染  
・●ンの研究グループはこれまで知られていなかった小  ProMed20050824－ 0080  児の重症呼吸器感染の原因である可能性が高いウイルスを  

Humanbo¢aVレusと命名した。小児病棟封0名の小児の検  
体において17名の病因であった。小児において重篤呼吸  
器感染症の12－39％の原因が同定されていない。  

ウイルス感染  
2003年コンゴ共和国の医療機関において、サル痘のヒト  AmJTropMedHyg  

2005：73：428－434  ヒト感染が発生した。ヒトにおけるサル痘の流行を確認した  
初めての報告である。確定、疑いを含め11名でサル痩が  
観察された。患者のすべてが18歳以下で、1名が死亡、1  
名に重度の後遺症が認められた。  

ウイルス感染  
米国で1987年から1  

2005：43：5428－  JClin Microbi01  5434  ら採取し、凍結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年  
から2003年に健常者19例から採取した新鮮PBMCにおい  
てヒト／くピロトーマウイルス（HPV）DNAを調べた。患者8例と  

健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループの大部  
分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出され  
たHPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPV  
のキャリアであり、血液を介してHPVを広めるおそれがあ  
ることが示唆された。   
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コロナウイルス 感染  
2004年3月から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリ  

を集め、血液、糞、唾液を採取し、血清検体および兼また  
は唾液由来cDNAを、各々独立に、異なった方法で、二重  

盲検により分析した。その結果、ある種のコウモリが重症  
急性呼吸器症候群（SARS）の病原体であるSARSコロナウ  
イルス（SARS－eOV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿  

主であることが明らかになった。これらのウイルスはSARS  
様コロナウイルス（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネ  
コから分離されたSARS－CoVより遺伝的多様性が高い。  

Science2005：310：  

676－679  

ガボンおよぴコンゴで2001  エボラ出血  Nature2005；438：  
575－576  ヒトと大型霊長矧こおけるエボラ流行時に採集された1030  

の小型脊椎動物において、エボラウイルスについて調べ  
た。エボラウイルスに特異的な抗体が3種類のコウモリの  
血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド配列  
が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎  
臓、心臓、肺からは検出されなかった。また他の動物から  
は検出されなかった。驚くべきことに、抗体陽性の動物は  
すペてPCR陰性であり、PCR慣性の動物はすべて抗体陰  
性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が浅く、  
免疫反応が検出できる附こ検査されたためと思われる。  

2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチ  
ニーク島、マレーシアでデング熱が流行している。死亡者  
も多数でている。   

デング熱  

ProMed20050928－ 0040  
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デング熱  
B】00d2005：106  

（11）：Abstract  

＃5331  
を発症し、死後解剖でデングウイルス4型感染が判明した  
急性リンパ性白血病（AしL）小児患者について報告する。  
柑94年11月にプエルトリコで兄弟からの骨髄移植を受け  
た6蛙の少女は移植後5日目に全身紅斑、6日日に発熱を  
発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショック  
を起こし、1＝∃目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝  
放、脾臓からテングウイルス4型が検出され、PCRで確認  
された。ドナーの血液をさらに検査したところ、テンゲウイ  
ルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの培養は、ド  
ナーの急性力価と一致した。デングウイルス感染は流行  
地域で輸血やサ餞移植を受けた患者の死亡原因となりう  
る。  

ウエストナイル  

ウイルス  
は2003年7月から、ウエストナ  NEnglJMed2005；  

353：460－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  
について核酸増幅試験を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、677－603供血が同検査を受け、183例が陽性  
で、検出率は0，027％であった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23．088供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち数例は抗体陰性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。  

ウエストナイル  

ウイルス  

l力赤十字のウエストナイルウイル  
NEnglJMed2005：  
353：451－459  ス（WNV）検査プログラムからのデータを分析した。ルーチ  

ン検査で540例のドナーがWNVRNAに犠牲で、そのうち  
362例がIgM抗体陰性であり、感染するおそれがあった。核  
酸増幅検査の迅速な実施により、陽性ドナーの同定がさ  
れ、感染性のある成分を除去することができた。  

2005年7月、米国農務省はウマのウェスけイルウイルスを予防す  

るため、初めてDNAワクチンを認可した。DNAワクチンはウイルス  

の遺伝物質の小片を使用して対象の感染防御免疫を活  
性化させる。ヒトヘの応用が期待される。   

ウエストナイル  

ウイルス  

ABC Newsletter  
2005年8月19日  
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生物由来  原材料名  

Science2005：309：  

1308－1309  国衛生部の報告によると中国四川省で流行した感染症は  
2005年7月中旬がピークで、同年8月5日以降は新たな感  
染例はない。ブタは600頭以上が死亡し、ヒトでは感染例  
204例のうち38例が死亡した。ほぼ全ての患者が病気のブ  
タとの捷触があった。ヒトとブタの検体を調べたところ、  
Streptococcussuisserotype2の存在が確認され、その他  
の細菌やウイルスは放められなかった。当局によるとヒト  
からヒトヘの伝播は見られなかった。WHOによると、新しい  
変異型か毒性の強い2型＄erOtyPeかは今のところ明らかで  

はない。  

中国衛生部は2005年8月3日に、ブタでのStreptocoGCuS  
suis流行に関連した疾病がヒトで206例見られたと報告し  
た。そのうち38例が死亡し、18例が重篤である。全例が四  
川省で発生し、そこでは同時期にブタでStreptococcus・  
suis感染が流行していた。中国の疫学者によると、ヒトでの  
最初の発症は2005年の6月末であった。患者のほとんど  
が農家の成人男性であり、病気や死んだブタに搾触したこ  
とが感染の原因とみられる。この件に関してWHOはさらに  
詳しく調査中である。  

レンサ球菌感 染  
Weekly  
epidemio】ogjcal  

record2005：80：  

269－276  
http：／／www，Who．int  

／wer  

米国の血液システム研究所は2003年7月から、ウエストナ  
ウエストナイル  

ウイルス  

青…  
①～③有  

効成分  
④～⑥添  

加物  

肴‾‾  ZLBベー  

リング株  
式会社  

人血清アルブミン①～③  
人血清ア  
ルブミン  

ト五首  ①④⑤⑥米  
国、ト’イツ、オー  
ストリア②③米  
匡l  

NEnglJMed2005；  
353：460－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  

について核酸増幅試儲を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、即7，603供血が同検査を受け、183例が陽性  
で、検出率は0．027％であった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23．088供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち数例は抗体陰性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。  

人血液凝固第ⅩⅢ因子④  
フィプリノゲン加第ⅩⅢ因子⑤、⑥  

蕪…  有効成分   坑備  ウルグア  
イ、ニュー  
ジーランド  

アブロチ  
ニン液  

2006／3／28  ZLBベー  

リング株  
式会社  

ノゲン加第XⅢ因子  
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生物由来  原材料名  

メルク■ホ  

エイ株式  
会社  

ジ工ンザ  
イム・ジャ  
パン株式  
会社  

くリンナトリウム  ダルテパ  
リンナトリ  
ウム  

アガルシ  
ダーゼ  
ベータ（遺  

伝子組換  
え）  

ドナー子  
ウシ血清  

蕪…  鋪■‾   
有効成分  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  

蕪…  ジェンザ  
イム・ジャ  
パン株式  

会社  

日新製薬  
株式会社  

一ゼベータ（遺伝子組換  ＿ヽ■  
＿．ユ‾ンl‾■  

ランド  

製造工程  

コンドロイ  

テン硫酸  

ナトリウ  
ム  

蕪…  ・硫酸亜鉛配合剤  アメリカ合衆  
国、カナダ、ウル  
グアイ、アルセ●ン  

テン、オーストラリ  
ア、ニューシ●－ラ  

ント■  

添加物  
シの気管  

蕪…  くリンナトリウム製剤  ダルテパ  
リンナトリ  

ウム  

ヘパリン  

ナトリウ  
ム  

有効成分  日新製薬  
株式会社  

蕪…  有効成分  中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  
ア  

メキシコ  

三菱ウエ  
ルフアー  

マ株式会  
社  

財団法人  

化学及血  
清療法研  
究所  

芯（・）  ンナトリウム  

トリインフルエ ンザ  1999年から2003年に養鶏場労働者から集めた血清検体  
…  
蕪  

製造工程  

胚初代培 養細胞  
・  JInfectDis2005；  

192：1318－1322   983例を分析し、イダノアで流行したインフルエンザの原因  
となったトリインフルエンザウイルスについて調べた。低病  
原性トリインフルエンザH7N3ウイルスが流行した2003年に  
集められた検体の3．8％で、抗H7N3抗体および高病原性イ  
ンフルエンザH7Nlに対する抗体である抗H7Nl抗体の両  
方が検出された。  

乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチ  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  ン  
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生物由来  原材料名  

た茨城県及び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者  
の一部に対し、感染症の有無を確認するために健康状態  
及びウイルス検査を実施したが、インフルエンザ梯症状を  
示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検査の結果  
はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第  
1回抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価 上昇が15例で見られた 

。全体としては353名中77名が陽性  
と判定された。  

jp／houdou／2006／0  18年1月10日 http：／／www．mhlw．go  1／hOllO－4．htmI  

財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

トリプシン  
蕪●‥  カナダ、アメ リカ  

製造工程  
267ほ006／3／30  

乾燥組織培養不活化A型肝炎ワク  
チン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチ  
ン  

‥さ岳占「元d岳ノ5クきa‾  
財団法人  

化学及血  
清療法研  
究所  

日医工株  
式会社  

日医工株  
式会社  

蕪‾‾‾  雇‖  有効成分  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥ポッリヌス抗毒素  

蕪…  
●  

さ古壷「露d占ノ5ク扇  リナスタテン  ウリナス  
タテン  

ダルテパ  
リンナトリ  
ウム  

ヘパリン  

ナトリウ  
ム  

中華人民共  
和匡  

中華人民共  
和国  

有効成分  ヒト尿  

蕪…  有効成分  
‥■  
さブ8「おd占ノ5ク封  くリンナトリウム  

北海道における急性E型肝炎患者を対象とし、E型肝炎ウ  
イルス感染および重症化の危険因子について検討した。  
急性E型肝炎患者27例中25例（93％）が発症の2週から8週  

前にブタレバーかホルモンを摂取していた。Ⅳ型感染例は  
Ⅲ型より重症であった。また基礎疾患の有無が重症化と  
密搾な関連があった。   

日本公衆衛生雑誌  
2005：52（8S）：922  

E型肝炎  
蕪■■‾  鋪‖  

有効成分  タの腸粘腰  
米国、カナ  ダ、中国  

●‾●  
≦ブ汀元d占ノ5フ扇  扶桑薬品  

工業株式  
会社  

くリンナトリウム  
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生物由来  
．成分．各 サルモネラ  

Pro〟od20051002－ 0040  

米昏ウィスコンシン州Walwo止h郡健康局は、同郡で発生し  

たサルモネラ感染症12例の患者のうち7例が農産物品評  

会に参加していたと発表した。ブタ小屋にいたことが原因と  
考えられたが、ブタの糞からはサルモネラ菌は検出されな  
かった。患者は全点回復した。  

サルモネラ  ■●■■●■－－－■●－－ － － －－－－ 一一 － －－－一 － －－－ － ■一－ － ■ － ● － － －●■●一●■ 一 ■ －  

2004年の春から夏にかけて、ドイツの多くの州で、  
SaImone”aentericaserovarGiveによる感染症が流行し  
た。感染源や感染の特徴を明らかにするために調査を  
行った。その結果、生のブタ挽肉の消費と本感染症と相関  
があることが示された。ブタ肉から分離された菌株は患者  
から分離されたものと一致した。  

Z Gastroentero1  
2005：43：TO了－713  
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